
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

担

当

課

（

室

）

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

目

次

の

完

了

【

告

示

】

【

議

会

】

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

平

成

二

十

九

年

度

公

文

書

の

開

示

の

実

施

状

況

総

務

課

○

身

体

障

害

者

手

帳

交

付

の

た

め

の

診

断

を

す

る

障

害

福

祉

課

○

平

成

二

十

九

年

度

個

人

情

報

保

護

制

度

の

運

用

〃

医

師

の

指

定

及

び

辞

退

状

況

【

監

査

委

員

】

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

産

業

企

画

課

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

消

滅

水

産

課

○

外

部

監

査

人

補

助

者

の

告

示

監

査

事

務

局

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

の

解

除

防

災

砂

防

課

○

〃

〃

○

個

人

演

説

会

等

を

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

る

施

選

挙

管

理

委

員

会

○

〃

〃

設

の

指

定

の

取

消

し

【

公

安

委

員

会

】

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

等

の

指

定

〃

○

〃

〃

○

警

備

業

法

に

基

づ

く

講

習

生

活

安

全

企

画

課

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

の

解

除

の

取

消

し

〃

○

〃

〃

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

等

の

指

定

の

取

消

し

〃

○

〃

〃

○

滞

納

に

係

る

県

営

住

宅

の

家

賃

及

び

駐

車

場

使

住

宅

課

用

料

の

収

納

事

務

の

委

託

【

公

告

】

○

平

成

二

十

九

年

度

公

文

書

の

開

示

の

実

施

状

況

総

務

学

事

課

○

平

成

二

十

九

年

度

個

人

情

報

保

護

制

度

の

運

用

〃

状

況 岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

総
社
市

住
所

総
社
市
中
央
１
丁
目
１
番
１
号

氏
名

総
社
市
長

片
岡

聡
一

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)

（

）

名
称

総
社
市
学
校
給
食
セ
ン
タ

仮
称

ー

所
在
地

総
社
市
大
字
富
原

番
２
他

2
2
9

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設

66の４
種 類 共同調理場に設置され

るちゅう房施設

能 力 給食調理8,000食／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 平成31年７月31日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 平成31年８月１日

連続
使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並 ９～12時，13～16時
びにその使用に季節的変動がある場合はそ ６時間／日
の概要 夏期は断続使用

使用時において 区 分 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 130 160
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.0～9.0 5.0～9.0
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 640 800
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 480 600

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 400 500

油 分（㎎／Ｌ） 120 150

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 40 50

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 6 8

大腸菌群数（個／㎤） 0 1,000

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 新 設

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 Ｂ－１

種 類 及 び 型 式 －

構 造 プレキャストコンクリート

６ｍ×28.05ｍ
膜分離硝化槽 ４槽

主 要 寸 法 脱窒槽 ４槽
汚泥貯留槽 １槽
流量調整槽 ４槽

能 力 166㎥／日

処 理 の 方 法 高濃度酸素併用膜分離汚泥方式

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 平成31年７月31日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 平成31年８月１日

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並 連続９～12時，13～16時
びにその使用に季節的変動がある場合はそ ６時間／日
の概要 夏期は断続使用

使用時における 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 水 量（㎥／日） 133 166 同左
状態の通常の値
及び最大の値並 ｐ Ｈ 5.0～9.0 5.0～9.0 5.8～8.6 5.8～8.6
びに当該汚水等
の通常の量及び ＢＯＤ（mg／Ｌ） 640 800 16 20
最大の量

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 480 600 16 20

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 400 500 40 50

油 分（mg／Ｌ） 120 150 16 20

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 40 50 8 10

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 6 8 1.2 1.5

大腸菌群数（個／㎤） 0 1,000 同左
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ｎｏ．１

新 設
区 分

通 常 最 大

水 量（㎥／日） 133 166

ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6

ＢＯＤ（mg／Ｌ） 16 20

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 16 20

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 40 50

油 分（mg／Ｌ） 16 20

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 8 10

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 1.2 1.5

大腸菌群数（個／㎤） 0 1,000

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成30年５月29日から同年６月19日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び総社市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
た
め
の
診
断
を
す
る
医
師
を
平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。
ま

た
、
同
項
の
指
定
を
受
け
た
次
の
医
師
に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
し
た
医
師

指
定
医
師
名

診

療

科

目

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

菊

本

陽

子

心
臓
、
呼
吸
器

医
療
法
人
社
団
同
仁
会
金
光
病
院

浅
口
市
金
光
町
占
見
新
田
七
四
〇

竹

下

歩

肢
体
不
自
由

医
療
法
人
社
団
清
和
会
笠
岡
第
一
病
院

笠
岡
市
横
島
一
九
四
五

宗

友

和

生

肢
体
不
自
由

笠
岡
市
民
病
院

笠
岡
市
笠
岡
五
六
二
八

一

－

横

山

祐

二

心
臓
、
呼
吸
器
、
小
腸

岡
山
赤
十
字
病
院
玉
野
分
院

玉
野
市
築
港
五
丁
目
一
六

二
五

－

鈴

木

宏

光

肢
体
不
自
由
、
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、
小
腸

矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
病
院

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
二
六
九
五

小

坂

義

樹

肢
体
不
自
由

医
療
法
人
社
団
清
和
会
笠
岡
第
一
病
院

笠
岡
市
横
島
一
九
四
五

二

指
定
を
辞
退
し
た
医
師

指
定
医
師
名

診

療

科

目

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

藤

原

隆

行

肢
体
不
自
由
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

玉
野
三
井
病
院

玉
野
市
玉
三

二

一

－
－

赤

澤

信

幸

ぼ
う
こ
う
・
直
腸

総
合
病
院
玉
野
市
立
玉
野
市
民
病
院

玉
野
市
宇
野
二
丁
目
三

一

－

藤

井

秀

昭

肢
体
不
自
由
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、
小

医
療
法
人
弘
友
会
泉
ク
リ
ニ
ッ
ク

総
社
市
小
寺
九
五
五

一

－

腸
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
一
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
に
係
る
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
ひ
ょ
う
量
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
非
自
動
は
か
り
（
計

量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）平

成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

備
前
市

備
前
市
役
所
吉
永
総
合
支
所

平
成
三
十
年

一
〇:

三
〇
～

七
月

三
日

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

日
生
市
民
会
館

〃

四
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

五
日

一
〇:
三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:
〇
〇

リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

〃

六
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

九
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

伊
里
公
民
館

〃

十
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

備
前
市
役
所
三
石
出
張
所

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

〃

十
一
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

総
社
市

総
社
市
役
所
昭
和
公
民
館

〃

十
二
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

総
社
市
役
所
北
出
張
所

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

総
社
市
西
公
民
館

〃

十
三
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇
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総
社
市
東
公
民
館

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

総
社
市
清
音
公
民
館
別
館

〃

十
七
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

総
社
市
山
手
公
民
館

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

総
社
市
役
所
西
庁
舎
南
側

〃

十
八
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

十
九
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

〃

〃

二
十
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
二
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
号
（
胸
上
加
入
区
、
玉
野
加
入

区
及
び
大
島
美
の
浜
加
入
区
）
に
よ
る
指
定
漁
船
を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
は
、
平
成
三
十

年
五
月
二
十
六
日
限
り
、
消
滅
し
た
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

加
入
区
の
名
称

胸
上
加
入
区

玉
野
加
入
区

大
島
美
の
浜
加
入
区

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を

次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
を
解
除
す
る

な
る
自
然
現
象
の
種
類

区
域

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
勇
崎
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
津
山
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を

次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
を
解
除
す
る

な
る
自
然
現
象
の
種
類

区
域

二
〇
三
Ｋ
西
田
辺
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を

次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
を
解
除
す
る

な
る
自
然
現
象
の
種
類

区
域

二
一
五
Ｋ
中
谷
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
中
谷
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
勝
英
地
域
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷

。

市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す

る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
勇
崎
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域
及
び
法

な
る
自
然
現
象
の
種
類

第
九
条
第
二
項
括
弧

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



書
に
規
定
す
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に

お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
三
年
政
令

第
八
十
四
号
）
で
定

め
る
衝
撃
に
関
す
る

事
項

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
柏
島
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
黒
崎
〇
一
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
二
Ｋ
玉
島
勇
崎
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
津
山

。

市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す

る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
三
Ｋ
西
田
辺
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域
及
び
法

な
る
自
然
現
象
の
種
類

第
九
条
第
二
項
括
弧

書
に
規
定
す
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に

お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
三
年
政
令

第
八
十
四
号
）
で
定

め
る
衝
撃
に
関
す
る

事
項

二
〇
三
Ｋ
西
田
辺
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
八
号

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
三
号
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

の
解
除

に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

平

）

（

成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
解
除
し
た
高
梁
市
の
区
域
内
に
お
け
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
、
次
の
箇
所
に
係
る
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
に
瑕
疵
が
あ
っ

か

し

た
た
め
、
当
該
箇
所
に
係
る
指
定
の
解
除
を
取
り
消
す
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
を
取
り
消
す
箇
所
の
箇
所
番
号

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
布
賀
〇
〇
五

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
布
賀
〇
〇
九

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
九
号

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
百
九
十
四
号
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の

解
除
）
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
解
除
し
た
岡
山
市
の
区
域
内
に
お
け
る

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
、
次
の
箇
所
に
係
る
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
に
瑕
疵
が
あ
っ

か

し

た
た
め
、
当
該
箇
所
に
係
る
指
定
の
解
除
を
取
り
消
す
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
を
取
り
消
す
箇
所
の
箇
所
番
号

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
一

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
二

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
三

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
四

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
五

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
六

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
二

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
三

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
四

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
七

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
八

平成３０年５月２９日　岡山県公報　第１１９９４号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
号

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
七
号
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指

定
）
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
高
梁
市
の

区
域
内
に
お
け
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
次
の
箇
所
に
係
る
指

定
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
た
め
、
当
該
箇
所
に
係
る
指
定
を
取
り
消
す
。

か

し

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
取
り
消
す
箇
所
の
箇
所
番
号

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
布
賀
〇
〇
五

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
布
賀
〇
〇
九

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を
取
り
消
す
箇
所
の
箇
所
番
号

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
布
賀
〇
〇
五

二
〇
九
Ｄ
備
中
町
布
賀
〇
〇
九
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
号
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
）

に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
岡
山
市
の
区
域

内
に
お
け
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
次
の
箇
所
に
係
る
指
定
に

つ
い
て
、
そ
の
手
続
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
た
め
、
当
該
箇
所
に
係
る
指
定
を
取
り
消
す
。

か

し

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
取
り
消
す
箇
所
の
箇
所
番
号

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
一

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
二

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
三

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
四

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
五

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
六

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
二

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
三

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
四

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
七

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
八

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を
取
り
消
す
箇
所
の
箇
所
番
号

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
一

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
二

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
三

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
四

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
五

二
〇
一
Ｋ
国
富
〇
〇
六

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
二

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
三

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
四
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二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
七

二
〇
一
Ｋ
湊
〇
〇
八
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

収
納
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

岡
山
県
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
九
号
）
に
基
づ
く
県
営
住
宅
に
係
る
家
賃

及
び
駐
車
場
の
使
用
料
の
う
ち
、
県
営
住
宅
を
退
去
し
た
者
及
び
そ
の
保
証
人
又
は
連
帯
保
証
人
に

よ
る
滞
納
に
係
る
も
の
の
収
納
の
事
務

二

委
託
し
た
収
入
の
種
類

滞
納
に
係
る
県
営
住
宅
の
家
賃
及
び
駐
車
場
の
使
用
料

三

委
託
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
名
称

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
六
番
二
〇
号

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社

四

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
一
六
番
二
〇
号
芝
浦
前
川
ビ
ル
五
階

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社
本
社

五

委
託
の
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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〔
二
七
六
〕
岡
山
県
行
政
情
報
公
開
条
例
（
平
成
八
年
岡
山
県
条
例
第
三
号
）
第
二
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
各
実
施
機
関
に
お
け

る
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

公
文
書
開
示
請
求
件
数

１

請
求
件
数

一
、
四
二
七
件

２

処
理
状
況

開
示

九
〇
五
件

一
部
開
示

四
〇
八
件

非
開
示

一
三
件

公
文
書
不
存
在

七
三
件

取
下
げ

二
八
件

３

実
施
機
関
別
内
訳

知
事

一
、
一
〇
八
件

教
育
委
員
会

六
八
件

選
挙
管
理
委
員
会

一
三
件

警
察
本
部
長

八
四
件

公
営
企
業
管
理
者

一
四
八
件

公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学

六
件

二

審
査
請
求
件
数

三
件
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〔
二
七
七
〕
岡
山
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号
）
第
四
十
八
条
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
各
実
施
機
関
に
お

け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数

一
、
六
三
八
件

二

保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
件
数

１

請
求
件
数

一
六
九
件

２

処
理
状
況

開
示

二
〇
件

一
部
開
示

一
三
八
件

非
開
示

一
件

公
文
書
不
存
在

一
〇
件

３

実
施
機
関
別
内
訳

知
事

三
四
件

教
育
委
員
会

一
〇
件

人
事
委
員
会

二
件

公
安
委
員
会

一
件

警
察
本
部
長

一
一
九
件

公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学

三
件

三

保
有
個
人
情
報
訂
正
等
請
求
件
数

〇
件

四

保
有
個
人
情
報
利
用
停
止
等
請
求
件
数

〇
件

五

簡
易
な
開
示
請
求
に
よ
る
開
示
件
数

１

開
示
件
数

三
二
、
八
七
九
件

２

実
施
機
関
別
内
訳

知
事

七
七
件

教
育
委
員
会

四
、
二
八
七
件

人
事
委
員
会

二
四
四
件

警
察
本
部
長

二
八
、
二
六
二
件

公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学

九
件

六

審
査
請
求
件
数

一
件
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〔
二
七
八
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
三
十
年
五
月
二
十
一
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
瀬
戸
内
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

三

代
表
者
の
氏
名

岩
井

嗣
公

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

瀬
戸
内
市
長
船
町
長
船
七
八
五
番
地
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
、
生
活
困
窮
者
及
び
障
害
等
様
々
な
要
因
か
ら
社
会
的
弱
者
の
立
場
に
あ

る
人
た
ち
に
対
し
て
個
別
的
か
つ
継
続
的
に
相
談
、
情
報
提
供
と
各
種
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
い
、
も

っ
て
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項
、
会
議
に
関
す
る
事
項
及
び
定
款
の
変
更
に
関
す
る
事
項
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〔
二
七
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
金
井
戸
字
天
神
前
二
〇
六

三
、
二
〇
六

四

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
真
壁
一
四
〇
三
プ
ラ
テ
ィ
ー
ヌ
総
社
Ａ

三

二
〇

田
村

悠
樹

田
村

栞
奈

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
八
六
号
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◎
岡
山
県
議
会
公
告

岡
山
県
議
会
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
八
十
四
号
）
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
岡
山
県
議
会
に
お
け
る

公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
議
会
議
長

高

橋

戒

隆

一

公
文
書
開
示
請
求
件
数
及
び
処
理
状
況

１

請
求
件
数

七
五
件

２

処
理
状
況

開
示

一
九
件

一
部
開
示

五
六
件

二

審
査
請
求
件
数
及
び
処
理
状
況

１

審
査
請
求
件
数

〇
件

２

処
理
状
況

な
し
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◎
岡
山
県
議
会
公
告

岡
山
県
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
七
十
九
号
）
第
四
十
七
条
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
岡
山
県
議
会
に
お

け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
議
会
議
長

高

橋

戒

隆

一

保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
及
び
処
理
状
況

１

請
求
件
数

〇
件

２

処
理
状
況

な
し

二

保
有
個
人
情
報
訂
正
等
請
求
件
数

〇
件

三

保
有
個
人
情
報
利
用
停
止
等
請
求
件
数

〇
件

四

簡
易
な
開
示
請
求
に
よ
る
開
示
件
数

該
当
な
し

五

審
査
請
求
件
数
及
び
処
理
状
況

１

審
査
請
求
件
数

〇
件

２

処
理
状
況

な
し
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◎
岡
山
県
監
査
委
員
告
示
第
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
協
議
が
調
っ
た
、
包
括
外
部
監
査
人
上
坂
岳
大
が
岡
山
県
と
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
締
結
し

た
包
括
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
い
て
行
う
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
補
助

で
き
る
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡
山
県
監
査
委
員

太

田

正

孝

岡
山
県
監
査
委
員

江

本

公

一

岡
山
県
監
査
委
員

山

本

督

憲

岡
山
県
監
査
委
員

佐

藤

由

美

子

氏

名

住

所

期

間

奥

谷

恭

子

川
西
市
美
山
台
一
丁
目
三
番
地
の
一
二
四

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

か
ら

難

波

徹

岡
山
市
中
区
国
富
一
丁
目
一
一
番
七
号

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で

神

出

信

茂

尼
崎
市
猪
名
寺
一
丁
目
五
番
二
○

一
○

－

五
号

宮

本

豪

東
温
市
野
田
一
丁
目
七
番
地
七

鯉

沼

孝

至

福
山
市
東
町
三
丁
目
四
番
三
号

菰

口

仁

美

浅
口
市
金
光
町
佐
方
一
四
六
三
番
地

中

桐

孝

幸

赤
磐
市
沼
田
四
六
一
番
地
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
七
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
、
総
社
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
次
の
施
設
の
指
定
を
取

り
消
し
た
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

施

設

の

名

称

所

在

地

施

設

の

管

理

者

指

定

取

消

年

月

日

総
社
市
昭
和
福
祉
セ
ン
タ
ー

総
社
市
美
袋
一
九
一
五
番
地
四

総
社
市
長

平
成
三
十
年
五
月
十
一
日
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
八
十
三
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
二
条
第
二
項
第

。

一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

警
備
業
務
の
区
分
等

警
備
業
務
の
区
分

期

日

時

間

場

所

平
成
三
十
年
八
月
二
十

午
前
九
時
か
ら

岡
山
市
北
区
厚
生
町
三
丁

施
設
警
備
業
務

一
日
（
火
曜
日
）
か
ら

午
後
五
時
三
十

目
一
番
一
五
号

同
月
二
十
三
日
（
木
曜

分
ま
で

岡
山
商
工
会
議
所

日
）
ま
で
の
三
日
間

二

講
習
対
象
者

当
該
警
備
業
務
の
区
分
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
警

備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
又
は
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係

る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等
」
と

い
う

）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

。

１

最
近
五
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年

以
上
で
あ
る
者

２

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以
下

「
検
定
規
則
」
と
い
う

）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

。

も
の
に
限
る

）
に
係
る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い

。

う

）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

。

（

。
）

３

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る

に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

４

検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六

十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う

）
第
一
条
第
二
項
に

。

規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る

）
に
合
格
し
た
者

。
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５

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の

に
限
る

）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上

。

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
申

(2)
込
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
）

二
に
掲
げ
る
講
習
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

各
一
通

(3)

当
該
警
備
業
務
の
区
分
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等

ア
の
写
し

イ

次
の
区
分
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
に
係
る
書
類

二
１
に
該
当
す
る
者

(ｱ)

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業

者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う

）
及
び
履
歴
書

。

二
２
に
該
当
す
る
者

(ｲ)

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る

）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し

。
二
３
に
該
当
す
る
者

(ｳ)

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に

限
る

）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

。
二
４
に
該
当
す
る
者

(ｴ)

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係

る
も
の
に
限
る

）
に
係
る
合
格
証
の
写
し

。

二
５
に
該
当
す
る
者

(ｵ)

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係

る
も
の
に
限
る

）
に
係
る
合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

。

２

提
出
先

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

(1)

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課
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県
外
に
住
所
を
有
す
る
者

(2)

県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課

な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
申
込
み
及
び
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
け
付
け
な
い
。

３

提
出
期
間

平
成
三
十
年
七
月
二
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
六
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

四

受
講
手
数
料

二
万
三
千
円

（
注
）

岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
返
還
し
な
い
。

五

受
講
定
員

十
五
人
。
た
だ
し
、
申
込
順
に
受
け
付
け
、
受
講
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ

て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

六

講
習
の
委
託

こ
の
講
習
は
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
警
備
業
協
会
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
一
一
番
一
八

号
）
に
委
託
し
て
行
う
。

七

そ
の
他

１

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

講
習
終
了
後
は
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。
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